
皆さん。長期貸出期間を充分に活用しましょう！ 

専門学校の理学療法学科・作業療法学科 3 年次の皆さんは、実習期間中に該当する 10 月 30

日（月）から 12 月 1 日（金）の期間中に図書を借りた場合、自動的に長期貸出が適用されま

す。貸出冊数は 5 冊、返却期限は 12 月 18 日（月）です。是非この機会に、実習の参考図書と

して利用し、充実した実習にしましょう！また、専門職大学 1・２年生も、近日開始になる早期

体験実習に向け、図書館の書籍を通じて、知識を蓄えていきましょう！ 

 

特集 医療・福祉の歴史 

に関する書籍の紹介 

 
今回は、医療・福祉の歴史に関する様々な書

籍を紹介します。 

 

・医療と日本人 : 医師がひもとく日本の近世 

江藤文夫 著 医歯薬出版 2019 

著者の江藤文夫先生は、

リハビリテーション科医、

神経科医として、リハビリ

テーション医学や高次脳機

能障害に関する著書を多く

出されています。本書は、月

刊雑誌である「CLINICAL 

REHABILITATION」（臨床

リハ）の連載「歴史への誘惑」へ加筆修正を加

えた書籍です。 

本書は、日本近世から近代を中心とした医学

教育、医制に関する歴史について、細やかに、

かつ大胆に切り取り解説しています。その中で

天然痘についての記載を紹介します。天然痘は、

感染しやすく死亡率も高い、しかも感染後は顔

や身体に嚢胞の跡が残る感染症でした。8 世紀

の天平時代より、流行の記録が残っています。

江戸時代には、天然痘は七福神のように 7体の

疫病神(七疱瘡神)とされ、疱瘡の色により悪性

が示され、それぞれ神の名が付けられました。

しかし天然痘は一度罹患したら二度と罹患し

ないことに目を付け、種痘法が確立されました。 

最初は人の痘を利用していましたが、ジェン

ナーにより牛痘法が確立され、長崎出島のドイ

ツ人医師モーニッケにより牛痘法が日本にも

たらされてから、医学所の前身として「種痘所」

が開設されました。1980 年に世界保健機関

（WHO）は天然痘撲滅宣言を行いました。 

本書はこの他に、江戸時代・明治時代におけ

る医療に携わった偉人の話など、現代医学や医

療の源流と発展の歴史が記載されています。医

療に携わろうとする皆さんの、好奇心と探究心

を強く刺激する一冊です。 

 

・医療の歴史 : 穿孔開頭術から幹細胞治療ま

での1万2千年史 スティーブ・パーカー 著、

千葉喜久枝 訳 創元社 2016 

本書は、頭蓋骨に穴を開け

る外科手術（穿孔開頭術）を

敢行していた古代エジプト・

ギリシャの太古から、工業が

発展した時代の 1820

1920 年の医学、抗生物質

が出現した近代、IPS細胞に

よるバイオ医療を実現した

現在まで、人類の傷病と死と

の闘いの歴史を描き出します。 
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＜11 月の休館日＞ 

11 月 3（文化の日）、4、5、11、12、13

（茨城県民の日）、18、19、23（勤労感謝

の日）、25、26日です。 

写真・図版・年表など 200 点以上のビジュ

アル資料をフルカラーで収録した、アカデミッ

クでありながら読みやすい物語です。 

 

・歯痛の文化史 : 古代エジプトからハリウッ

ドまで ジェイムズ・ウィンブラント 著、忠

平美幸 訳 朝日新聞出版 2017 

皆さんも、虫歯や親知

らずで、現在苦労してい

るかもしれませんね。歯

の悩みは動物や人類が歯

を持って以来、常につき

まとうものでした。恐竜

の歯の化石には歯周病の

跡があり、一方で洞窟人

の歯は、髄が出るほどす

り減っていました。古代

の人類では、虫歯は悪魔や虫が原因とされてい

ました。中世になると、歯を抜くことは、理髪

と共に床屋の仕事でした。近世においても、患

者は麻酔なしで床に寝て施術を受ける、「血と

痛み」の世界でした。その後は、麻酔やレント

ゲン、治療用椅子などの進歩があり、今日の歯

科医師の業務は、治療・美容両面の仕事になり

ました。 

本書は、皆さんも思う歯の治療の恐怖と嫌悪

とともに、患者様の視点からエピソードたっぷ

りに綴った、“笑える歯痛の世界史”です。 

  

・「患者」の生成と変容 : 日本における脊髄損

傷医療の歴史的研究  

坂井めぐみ 著 晃洋書房 2019 

脊髄損傷者のリハビリ

テーションは、現在、運動

機能や ADL・QOL の回

復に関わる重要な業務で

す。ところが日本の幕末期

においては、脊髄損傷者は

治ることのない身体とし

て見放されていました。第

二次世界大戦後、戦争で損

傷を受けた軍人に対する軍事医療の一環とし

て、脊髄損傷者は「患者」として扱われるよう

になり、その後リハビリを通した社会復帰が望

まれるようになりました。近年では、再生医療

により、脊髄損傷者に新たな治療法がもたらさ

れています。本書は、脊髄損傷医療の形成・展

開を、社会情勢、医療制度、法律などを患者の

生活と関連付け、脊髄損傷者の「患者像」の変

容を示した医療の歴史をたどります。 

 

・重症心身障害児「者」医療福祉の誕生 : その

歴史と論点 岡田喜篤、蒔田明嗣 著 

医歯薬出版 2016 

著者は、重症児療育に

長年にわたり情熱を傾け

てきました。本書は、日本

の重症児療育の誕生・発

展の歴史や、他国に類を

見ない日本の重症児施設

の特徴・意義、今後の福祉

行政と重症児医療に対す

る提言などをまとめた一

冊です。 

医療・看護・福祉の基礎でもある、障害者が

差別無く健常者と共に生活できること、すなわ

ち「共生」を願ってまとめられています。重症

児療育にかかわる人たちや、これから関わろう

とする人たちの必読書です。 

 

＜お知らせ＞ 

新着図書が続々と書架に並んでいます。学習

に、国家試験対策に、是非ご利用ください。 

なお、国試対策書籍については、学生や教員

の皆さんが平等に閲覧できるよう、貸出は翌開

館日までとなります。ご了承ください。 

 

 

 


